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今みんなで考える「市町村合併」その３４ 

始まります確定申告 

くらしを考える１日教室 ほか 

みんなの公民館 

にこにこ通信　ほか 

まちかどフォト ほか 

マイタウンあいお　ほか 

お知らせ 

ふれあい　学びあい　いきいき輝く　町づくり 

昔の遊び 
に挑戦 
昔の遊びをやってみよう 

秋穂コミュニティセンター 

　１月７日（金）、秋穂コミュニティセンターで、「昔の遊
びをやってみよう」を開催しました。この催しは、コマ回
しや竹馬など今ではすっかり珍しくなった「昔の遊び」を
子どもたちに伝えていこうと始められたものです。 
　最初は伝承グループの皆さんから遊び方を教わりながら、
おっかなびっくり挑戦していましたが、すぐにコツを覚えて、
会場には楽しそうな歓声が響きました。また、初挑戦の子
どもに混じって、懐かしそうに遊びに興じる「昔の子ども
たち」の姿もみられました。 
　これと同時に「七草がゆを食べる会」も行われ、参加者
たちは「食」と「遊び」の両方で日本の伝統を楽しみました。 
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お問い合わせ 
　町役場企画課1（984）8026有線5031 
　http://www.aiocho.jp/ 
　Eメール kikaku@aiocho.jp 
　山口県央部１市４町合併協議会 
　1083（934）6214　FAX083（922）8520 
　http://www.kenou.jp/ 
　Eメール info@kenou.jp

３０万都市実現を 
目指して 

　
平
成
16
年
11
月
25
日
に
山
口
市
で
行
わ
れ
た
１
市
４
町
で

の
合
併
協
定
書
の
調
印
を
受
け
て
、
各
市
町
の
12
月
議
会
で

合
併
関
連
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
て
の
市
町
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

　
こ
れ
を
受
け
て
、
12
月
24
日（
金
）、
１
市
４
町
の
首
長
が

県
庁
を
訪
れ
、
二
井
知
事
に
合
併
申
請
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。 

　
提
出
さ
れ
た
合
併
申
請
書
は
、
今
後
、
２
月
に
行
わ
れ
る

県
議
会
で
諮
ら
れ
、
可
決
さ
れ
れ
ば
県
知
事
の
決
定
、
総
務

大
臣
へ
届
出
、
総
務
大
臣
の
告
示
に
よ
り
、
今
年
10
月
１
日

に
は
人
口
約
19
万
人
、
面
積
７
３
０
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

新
生
『
山
口
市
』
が
誕
生
し
ま
す
。 

今みんなで考える 
市町村合併 

その34

１
市
４
町
首
長
が
県
知
事
に 

合
併
申
請
書
を
提
出 

小郡町 小郡町 

秋穂町 阿知須町 秋穂町 阿知須町 

山口市 山口市 

徳地町 徳地町 

▲合併申請書を手にする二井知事と１市４町の首長 
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今みんなで考える市町村合併 その34

小郡町 

秋穂町 阿知須町 

山口市 

徳地町 

こ
れ
ま
で
の
合
併
協
議
の
経
緯

平
成　

年
１５

１
・
６　

県
央
部
合
併
推
進
協
議
会
設
置

（
以
下「
推
進
協
」）

１
・　
 

第
２
回
推
進
協（
阿
知
須
町
参
加
留

２７
保
）

２
・
５ 

第
３
回
推
進
協

２
・　
 

山
口
県
央
部
合
併
協
議
会
設
置
議
案

１４
可
決（
山
口
市
･
防
府
市
）

２
・　
 

山
口
県
央
部
合
併
協
議
会
設
置
議
案

１７
可
決（
秋
穂
町
･
小
郡
町
･
徳
地
町
）

２
・　
 

阿
知
須
町
が
県
央
部
へ
の
合
併
協
議

２１
参
加
を
表
明

３
・
１　

山
口
県
央
部
合
併
協
議
会
設
置

（
以
下「
合
併
協
」）（
２
市
３
町
）

３
・
８　

第
１
回
合
併
協（
２
市
４
町
の
枠

組
み
へ
）（
山
口
市
）

４
・　
　

第
２
回
合
併
協（
防
府
市
）

１０

５
・　
 

第
１
回
新
市
の
事
務
所
の
位
置
選
定

２０
小
委
員
会（
以
下「
事
務
所
小
委
員
会
」）

５
・　
 

第
１
回
新
市
の
名
称
候
補
選
定
小
委

２２
員
会（
以
下「
名
称
小
委
員
会
」）

　
　
　
　

第
３
回
合
併
協（
徳
地
町
）

６
・
４ 

第
２
回
名
称
小
委
員
会

６
・　
 

第
１
回
議
員
･
農
業
委
員
会
の
委
員

１１
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
小
委
員
会（
以

下「
議
員
･
農
委
小
委
員
会
」）

６
・　
 

第
２
回
事
務
所
小
委
員
会

２３

６
・　
　

第
４
回
合
併
協（
秋
穂
町
）

２６

７
・　
　

第
５
回
合
併
協（
小
郡
町
）

１０

７
・　
 

第
６
回
事
務
所
小
委
員
会

１６

７
・　
　

第
６
回
合
併
協（
阿
知
須
町
）

２４

８
・　
 

第
１
回
新
市
建
設
計
画
検
討
小
委
員

１１
会（
以
下「
建
設
計
画
小
委
員
会
」）

８
・　
 

第
４
回
事
務
所
小
委
員
会

２０

　
　
　
 

第
２
回
議
員
･
農
委
小
委
員
会

８
・　
 

第
３
回
名
称
小
委
員
会

２１

８
・　
　

第
７
回
合
併
協（
山
口
市
）

２８

９
・　
　

第
８
回
合
併
協（
防
府
市
）

２５

　

・
３ 

第
４
回
名
称
小
委
員
会

１０
　

・
６ 

第
２
回
建
設
計
画
小
委
員
会

１０
　

・
８　

第
９
回
合
併
協（
徳
地
町
）

１０
　

・　
 

第
３
回
建
設
計
画
小
委
員
会

１１

１０

　

・　
　

第　

回
合
併
協（
秋
穂
町
）

１１

１３

１０

　

・　
 

第
５
回
名
称
小
委
員
会

１１

１９

　

・　
 

第
５
回
事
務
所
小
委
員
会

１１

２５

　

・　
　

第　

回
合
併
協（
小
郡
町
）

１１

２７

１１

　

・
２ 

第
３
回
議
員
･
農
委
小
委
員
会

１２
　

・
３ 

第
４
回
建
設
計
画
小
委
員
会

１２
　

・
８ 

第
６
回
名
称
小
委
員
会

１２
　

・　
 

第
６
回
事
務
所
小
委
員
会

１２

１７

　

・　
　

第　

回
合
併
協（
山
口
市
）

１２

１９

１２

　

・　
 

第
５
回
建
設
計
画
小
委
員
会

１２

２２

平
成　

年
１６

１
・　
 

第
７
回
事
務
所
小
委
員
会

１３

１
・　
 

第
６
回
建
設
計
画
小
委
員
会

１４

１
・　
 

第
８
回
事
務
所
小
委
員
会

２１

１
・　
　

第　

回
合
併
協（
防
府
市
）

２２

１３

１
・　
 

第
４
回
議
員
･
農
委
小
委
員
会

２９

２
・
３ 

第
９
回
事
務
所
小
委
員
会

　
　
　
 

第
７
回
建
設
計
画
小
委
員
会

２
・
９ 

第
５
回
議
員
･
農
委
小
委
員
会

２
・　
 

第　

回
事
務
所
小
委
員
会

１８

１０

２
・　
　

第　

回
合
併
協（
小
郡
町
）

２６

１４

３
・
１ 

第　

回
事
務
所
小
委
員
会

１１

３
・
３ 

第
６
回
議
員
･
農
委
小
委
員
会

３
・　
 

第　

回
事
務
所
小
委
員
会

１７

１２

３
・　
 

第
７
回
議
員
･
農
委
小
委
員
会

１９

３
・　
　

第　

回
合
併
協（
阿
知
須
町
）

２５

１５

４
・　
　

第　

回
合
併
協（
秋
穂
町
）

１５

１６

４
・　
　

第　

回
合
併
協（
山
口
市
）

２６

１７

　
　
　
　

２
市
４
町
合
併
協
議
会
休
止

６
・
７ 

住
民
説
明
会（
大
海
総
合
セ
ン
タ
ー
）

６
・
８ 

住
民
説
明
会（
大
海
総
合
セ
ン
タ
ー
）

６
・
９　

山
口
県
央
部
１
市
３
町
合
併
調
査

研
究
会（
以
下「
研
究
会
」）を
設
置（
山
口

市
･
小
郡
町
･
秋
穂
町
･
阿
知
須
町
）（
小

郡
町
）

　
　
　
 

住
民
説
明
会（
中
央
公
民
館
）

６
・　
 

住
民
説
明
会（
中
央
公
民
館
）

１０

６
・　
　

第
２
回
研
究
会（
秋
穂
町
）

２２

６
・　
　

第
３
回
研
究
会（
阿
知
須
町
）

３０

７
・　
 

山
口
県
央
部
１
市
３
町
合
併
協
議
会

１５

　
　
　
 

設
置
議
案
可
決（
１
市
３
町
）

１６

７
・　
 

山
口
県
央
部
１
市
３
町
合
併
協
議
会

２０

（
以
下「
協
議
会
」）を
設
置

７
・　
　

第
１
回
協
議
会（
山
口
市
）

２９

８
・
３　

徳
地
町
か
ら
協
議
会
へ
の
参
加
申

し
入
れ

８
・　
　

第
２
回
協
議
会（
小
郡
町
）

１１

８
・　
 

山
口
県
央
部
１
市
４
町
合
併
協
議
会

１９
設
置
議
案
を
可
決（
１
市
４
町
）

８
・　
　

山
口
県
央
部
１
市
４
町
合
併
協
議

２３
会（
以
下「
法
定
協
」）を
設
置

９
・　
　

第
１
回
法
定
協（
阿
知
須
町
）

１１

９
・　
 

第
１
回
新
市
ま
ち
づ
く
り
施
策
検
討

１５
小
委
員
会（
以
下「
施
策
小
委
員
会
」）（
山
口

市
）

９
・　
 

第
２
回
施
策
小
委
員
会（
小
郡
町
）

２１

９
・　
　

第
２
回
法
定
協（
徳
地
町
）

３０

　

・　
 

住
民
説
明
会（
大
海
総
合
セ
ン
タ
ー
）

１０

１８

　

・　
 

住
民
説
明
会（
大
海
総
合
セ
ン
タ
ー
）

１０

２１

　

・　
 

住
民
説
明
会（
中
央
公
民
館
）

１０

２２

　

・　
 

住
民
説
明
会（
中
央
公
民
館
）

１０

２３

　

・　
 

第
３
回
施
策
小
委
員
会（
小
郡
町
）

１１

１５

　

・　
　

第
３
回
法
定
協（
山
口
市
）

１１

２５

　
　
　
　

合
併
協
定
調
印
式（
山
口
市
）

　

・
８　

合
併
関
連
議
案
可
決（
小
郡
町
）

１２
　

・　
 

合
併
関
連
議
案
可
決（
秋
穂
町
･
阿

１２

１６
知
須
町
･
徳
地
町
）

　

・　
 

合
併
関
連
議
案
可
決（
山
口
市
）

１２

２２

　

・　
　

山
口
県
知
事
へ
合
併
申
請

１２

２４



お
問
い
合
わ
せ
　 

町
役
場
税
務
課 

1（
９
８
４
）８
０
２
４ 

有
線
５
０
１
１ 

 

所
得
税
の
確
定
申
告

の
必
要
な
か
た 

【
一
般
の
か
た
】 

○
商
業
・
工
業
・
医
業
・
農
業
・

漁
業
な
ど
を
営
ん
で
い
る
か
た 

○
地
代
・
家
賃
・
配
当
・
不
動
産
の

売
却
な
ど
の
所
得
の
あ
る
か
た 

  

平
成
16
年
中
の
所
得
金
額
の
合

計
額
か
ら
、
所
得
控
除
額
を
差
し

引
き
計
算
し
た
税
額
が
、
定
率
減

税
額
を
超
え
る
か
た
は
、
必
ず
申

告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

【
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
】 

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン（
給
与
所
得
者
）

の
場
合
、
年
末
調
整
に
よ
っ
て
精

算
さ
れ
る
の
で
、
申
告
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
か

た
は
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

○
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超

え
る
か
た 

○
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
２０
万

円
を
超
え
る
か
た 

○
２
ヵ
所
以
上
か
ら
所
得
を
得
て

い
る
か
た 

所
得
税
の
還
付
申
告

は
お
早
め
に 

 

　
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い

か
た
で
も
、
次
の
場
合
、
確
定
申

告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
還
付
申
告
に
つ
い
て
は
、

１
月
か
ら
税
務
署
で
、
町
役
場
で

は
２
月
16
日（
水
）か
ら
受
け
付
け

て
い
ま
す
。 

 

町
県
民
税
の
申
告
が

必
要
な
か
た 

　 　
平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
、
秋

穂
町
に
住
ん
で
い
る
か
た
で
、
平

成
16
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
か
た
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
は
、
所
得
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
た
だ
し
、
町
県
民
税
の
申
告
が

必
要
な
か
た
で
も
、
所
得
税
の
確

定
申
告
を
し
た
か
た
や
、
給
与
所

得（
１
ヵ
所
）だ
け
の
か
た
で
、
勤

務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書（
源

泉
徴
収
票
）が
町
に
提
出
さ
れ
て

い
る
か
た
は
申
告
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

申
告
相
談
の
と
き
に

準
備
す
る
も
の 

　
申
告
相
談
を
受
け
る
か
た
は
、

そ
の
内
容
に
よ
っ
て
準
備
す
る
も

の
が
違
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内

容
に
あ
っ
た
も
の
を
申
告
会
場
に

忘
れ
ず
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

詳
し
く
は
、
５
ペ
ー
ジ
中
段
の
表

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

　２月16日（水）から、町県民税・所得
税の確定申告が始まります。 
　申告納付制度は、あなた自身が所得
金額や税額を計算して申告し、納付す
る制度です。確定申告が必要なかたは、
早めに申告しましょう。 
　町役場では、申告書を自分で作成し
ていただくために、記載方法などのア
ドバイスを行う申告相談を左記のとお
り行います。 
　忘れずに申告しましょう。 ※２月22日（火）の申告は主に営業所得等（農業・漁業含む）のあるかたを対象とします 

平成16年分申告相談日地区割当表 

 

２月16日 

２月17日 

２月18日 

２月21日 

２月22日 

２月23日 

２月24日 

２月25日 

２月28日 

３月１日 

３月２日 

 

 

３月４日 

３月７日 

３月８日 

３月９日 

３月10日 

３月11日 

３月14日 

３月15日 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

 

 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

中道・花香南 

 

上本町・本町・祇園町 

黒潟南 

 

 

 

金山領 

 

下村 

 

 

 

 

大河内北 

天神町 

北条 

井南 

小浜 

予備日 

 

 

税務署来庁 

予備日 

日地 

 

中野 

 

予備日 

 

 

予備日 

花香北・中津江 

 

西天田 

東天田 

 

 

 

西青江・先青江 

 

宮之旦 

 

 

 

 

大河内南 

浜中 

中条 

浜内 

赤崎 

月　日 会　場 

町役場 

第１会議室 

町役場 

大海支所 

町役場 

第１会議室 

該当者・該当地区 

午　前 午　後 

曜
　
日 

屋戸・海岸通・ 
加茂・東本町 黒潟北 

割当日に申告が済んでいないかた 

３月３日 木 

4
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…………………………………………

…………………………………………　平成16年分確定申告会場は、中市コミュニティホール(Ｎac)
１階です。 
受付期間　２月１日（火）～３月15日（火） 
受付時間　午前９時～午後５時 

　今年の申告は、山口税務署では平日（月～金）以外にも、２月20日と
27日の日曜日に限り、確定申告の相談･申告書の受付を行います。 
注）２月20日と27日以外の土･日･祝日は閉庁しています。 
　なお、この２日間についても確定申告会場は中市コミュニティホー
ルとなりますが、電話相談は山口税務署までお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　お問い合わせ　山口税務署1083（922）1340

確定申告会場は、Ｎac１階です 山口税務署から 
のお知らせ 

申告は、自分で書いて、お早めに。 タックスアンサーを 
ご利用ください 

　｢タックスアンサー｣とは、電話による自
動回答システムのことです。24時間、休
日を問わず約660項目の質問に対してFAX
または音声でコンピュータが回答します。 

タックスアンサーの電話番号 
山　口　1083（923）8866 
広　島　1082（222）7799 
北九州　1093（951）7733 

税に関するホームページ　 
　申告書の様式、タックスアンサーに関す
る情報をインターネットのホームページで
提供しています。 
国税庁　http://www.nta.go.jp    
広島国税局 
http://www.hiroshima.nta.go.jp 

にせ税理士にご注意 
　税理資格のない人が、納税者の依頼で税
理代理・税務書類の作成・税務相談を行う
ことは法律で禁止されています。このよう
に｢にせ税理士行為｣は法律に違反するだけ
でなく、依頼した人に不測の損害を与える
結果になる場合がありますので、ご注意く
ださい。 
 

○申告に準備するもの 

住宅借入金など 

の特別控除 

ローンなどでマイホー 

ムを取得したかた 

その申告書・印かん 
税務署から申告書が届いて 
いるかた 

り災証明書（役場総務課で発行）・写真・被 
害を受けた住宅家財の見積書または領収書 

災害などにあい、雑損控除 
を受けるかた 

登記簿謄本・住民票の写し・売買契約書の写 
し・住宅所得資金にかかる年末残高等証明書 

住宅借入金など特別控除を 
受けるかた 

支払った医療費の領収書・明細書・保険 
などで補てんされる金額の明細書 

医療費控除を受けるかた 

源泉徴収票 給与所得などのあるかた 

支払保険料控除の証明書 生命保険控除のあるかた 

支払保険料控除の証明書 損害保険控除のあるかた 

本人名義の預金の口座番号 税金が還付されるかた 

配偶者控除、保 

険料控除など 

年の途中で退職し、再 

就職していない場合 

雑損控除 災害や盗難にあった場合 

寄付金控除など 特定の寄付をした場合 

控除の種類 こんなときには申告を 準備するもの 申告の内容 

医療費控除 
多額の医療費（おおむね10 

万円超）を支払った場合 

山口市役所 山口税務署 
（山口地方合同庁舎２号館） 

ホテルサンルート 
至小郡 県道２０４号線 至宮野 

ちまきや 

JR 山口駅 

会場 

山口商店街アーケード 

パ
ー
ク
ロ
ー
ド 

中市コミュニティ 
ホール（Nac） 
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平成15年度 平成14年度 平成13年度 平成12年度 平成11年度 平成10年度 平成9年度 平成8年度 平成7年度 

普
及
率（
％
） 

契
約
者
数（
千
） 

中国地域の携帯電話契約者数 

契約者数 
普及率 

450万契約者 
を突破 

▲大中亜希子さん（浜中） 

  近年、急速に普及し
た携帯電話。とても便
利な反面、気を付けな
いと、思わぬトラブル
に巻き込まれる危険
もあります。 
　今回は、携帯電話に
ついて、お話をうかが
ってきました。 

 

携
帯
電
話
と
上
手
に
付
き
合
お
う 

 

　
近
年
、
急
速
に
普
及
し
た
携
帯
電
話
。

普
及
率
は
、
昨
年
に
は
中
国
地
域
全
人
口

の
６
割
を
占
め
る
ほ
ど
の
勢
い
で
す
。
と

て
も
便
利
な
反
面
、
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
る
危
険
も
あ
り
ま
す
。
便
利

な
携
帯
電
話
を
快
適
に
使
い
こ
な
せ
る
よ

う
、
最
低
限
こ
れ
だ
け
は
覚
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。 

                  

 

迷
惑
メ
ー
ル 

　
出
会
い
系
な
ど
の
広
告
を
受
信
者
の
了

承
な
し
に
一
方
的
に
送
り
つ
け
る
メ
ー
ル

で
す
。 

①
迷
惑
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
よ
う
に
す
る
に
は 

・
ド
メ
イ
ン
指
定
受
信
機
能
の
利
用 

　
携
帯
電
話
に
は
、
特
定
の
送
信
元
か
ら

の
メ
ー
ル
を
「
受
信
拒
否
」
す
る
機
能
が

付
い
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
使
用
し
て
い

る
機
種
や
、
携
帯
電
話
会
社
に
よ
り
操
作

方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と

は
自
分
の
契
約
し
て
い
る
携
帯
電
話
会
社

に
問
い
合
わ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
変
更 

②
迷
惑
メ
ー
ル
を
受
け
取
っ
た
ら
… 

　
不
用
意
に
メ
ー
ル
に
表
示
さ
れ
た
サ
イ

ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
メ
ー
ル
の
返
信
、
連

絡
先
へ
の
電
話
は
絶
対
に
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
メ
ー
ル
へ
の
返
信
や
連
絡
先
に
電

話
を
す
る
と
自
分
の
情
報
（
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
や
電
話
番
号
）
を
知
ら
れ
、
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

ワ
ン
切
り 

　
ワ
ン
コ
ー
ル
の
着
信
で
、
電
話
に
出
る

間
も
な
く
切
れ
て
、
残
さ
れ
た
着
信
履
歴

に
か
け
る
と
、
出
会
い
系
な
ど
の
有
料
情

報
の
案
内
テ
ー
プ
に
つ
な
が
る
迷
惑
電
話

の
こ
と
で
す
。 

①
ワ
ン
切
り
着
信
が
あ
っ
た
ら 

・
電
話
を
か
け
な
い 

・
発
信
者
番
号
通
知
を
し
な
い 

・
自
分
の
情
報
を
教
え
な
い 

　
も
し
誤
っ
て
番
号
を
通
知
し
て
電
話
を

か
け
て
し
ま
い
、
業
者
か
ら
料
金
請
求
の

電
話
が
あ
っ
た
場
合
も
「
使
っ
て
い
な
い

番
組
の
代
金
は
支
払
わ
な
い
」、「
自
分
の

名
前
や
住
所
な
ど
は
言
わ
な
い
」
よ
う
注

意
し
ま
し
ょ
う
。 

い
わ
ゆ
る
「
架
空
請
求
」 

　
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
架
空
請

求
が
相
変
わ
ら
ず
横
行
し
て
い
ま
す
。
次

の
点
に
注
意
し
て
、
落
ち
着
い
て
対
応
し

ま
し
ょ
う
。 

・
心
当
た
り
の
な
い
利
用
料
金
な
ど
が
請

求
さ
れ
て
も
決
し
て
料
金
を
支
払
わ
な
い
。 

・
絶
対
に
相
手
に
返
信
し
た
り
、
電
話
を

か
け
た
り
し
な
い
。 

・
個
人
情
報
が
更
に
知
ら
れ
て
、
無
用
な

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に
も
、
架

空
の
料
金
を
請
求
す
る
メ
ー
ル
に
は
、

返
信
し
た
り
電
話
を
か
け
た
り
し
な
い
。 

　
架
空
請
求
な
ど
に
つ
い
て
不
安
な
こ
と

が
あ
れ
ば
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

1
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９
 

く
ら
し
を 
考
え
る 
１
日
教
室 

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の 

点
検
商
法
（
床
下
工
事
） 

相
　
談 

　
床
下
の
無
料
点
検
に
来
た
事
業
者
に

「
湿
気
で
家
の
土
台
が
く
ず
れ
る
」
な

ど
と
言
わ
れ
、
床
下
補
強
材
、
調
湿
剤
、

床
下
換
気
扇
、
オ
ゾ
ン
発
生
装
置
を
設

置
す
る
契
約
を
し
た
が
、
解
約
し
た
い
。 

処
　
理 

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
内
で
あ
っ

た
の
で
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
通
知
の

書
き
方
・
送
付
方
法
を
助
言
し
ま
し
た
。 

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座 

　
点
検
商
法
は
「
点
検
に
来
た
」
と
言

っ
て
来
訪
し
、
事
実
と
異
な
る
こ
と
を

言
っ
て
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
契

約
を
勧
誘
す
る
販
売
方
法
で
す
。「
こ

の
ま
ま
で
は
大
変
危
険
」
な
ど
と
言
わ

れ
、
不
安
を
あ
お
ら
れ
、
契
約
を
急
が

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
が
、
契

約
金
額
も
高
額
に
な
る
こ
と
か
ら
、
慎

重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
他
の
事

業
者
か
ら
も
見
積
も
り
を
取
り
、
工
事

が
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
、
工
事
費
や

材
料
費
が
妥
当
な
も
の
で
あ
る
か
、
比

較
・
検
討
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
な
お
、
平
成
16
年
11
月
に
施
行
さ
れ

た
改
正
特
定
商
取
引
法
に
よ
り
、「
点

検
に
来
た
」
な
ど
と
販
売
目
的
を
隠
し

て
消
費
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
行
為
が

禁
止
さ
れ
ま
し
た
。 

お
問
い
合
わ
せ 

　
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

1
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９ 
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　老人医療費の高騰は、高齢化、医学・医療技術の進歩、慢
性疾病患者の増加などのほか、何度も医療機関を変えるなど、
お医者さんへのかかり方も理由のひとつとなっています。 
　これらの医療費は、健康保険、国、県、町の負担によって
まかなわれています。 
　この大切な医療費を有効に使うには、一人ひとりが日ごろ
からの健康管理に努めるようにしましょう。 

○上手なお医者さんのかかり方 
　医療費の高騰は、私たちのちょっとした心がけでその上昇
を止めることもできます。 
　次の６点に気を付けた生活を心がけましょう。 
①お医者さんのかけ持ちはやめましょう 
②時間外、休日受診はなるべく避けましょう 
③薬をたくさん欲しがるのはやめましょう 
④かかりつけ医を持ちましょう 
⑤お医者さんを信頼し、指示を守りましょう 
⑥定期的に健康診断を受け、病気の早期発見、早期治療を 
　心がけましょう 

お問い合わせ　町役場町民課　1（984）8022有線2321

    

老
齢
基
礎
年
金
の
請
求 

 

受
給
条
件 

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
次
に
あ
げ

る
期
間
を
合
わ
せ
て
25
年
以
上
あ

る
か
た
が
、65
歳
か
ら
受
け
ら
れ

ま
す
。 

①
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

期
間
の
う
ち
保
険
料
を
納
付
し

た
期
間
と
全
額
免
除
ま
た
は
半

額
免
除
を
受
け
た
期
間
（
半
額

免
除
に
つ
い
て
は
、
残
り
半
額

の
納
付
が
必
要
で
す
） 

②
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
の

加
入
期
間
（
第
２
号
被
保
険
者
） 

③
国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者

と
し
て
の
保
険
料
を
納
付
し
た

も
の
と
さ
れ
た
期
間 

④
国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例
制

度
を
受
け
た
期
間 

⑤
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
る

期
間
の
う
ち
任
意
加
入
し
な
か

っ
た
期
間
や
、
日
本
国
民
で
海

外
に
移
住
し
て
い
た
期
間
な
ど

（
合
算
対
象
期
間
） 

　
た
だ
し
、
④･

⑤
の
期
間
は
、
老

齢
基
礎
年
金
の
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。 

年
金
額 

　
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
、

全
て
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
、

年
額
79
万
４
５
０
０
円
（
平
成
16

年
度
額
）の
老
齢
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料

の
未
納
期
間
や
免
除
期
間
が
あ
る

場
合
に
は
年
金
額
は
減
額
さ
れ
ま

す
。 

年
金
の
請
求 

　
65
歳
に
な
っ
た
ら
老
齢
基
礎
年

金
が
請
求
で
き
ま
す
。
老
齢
基
礎

年
金
に
は
、
65
歳
に
な
る
ま
で
に

請
求
に
よ
り
減
額
さ
れ
た
年
金
を

受
け
取
る
「
繰
上
請
求
」
や
、
年

金
の
受
け
取
り
を
先
延
ば
し
し
て

増
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
取
る
「
繰

下
請
求
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
年

金
の
支
払
い
は
、
請
求
月
の
翌
月

分
か
ら
で
す
。 

お
問
い
合
わ
せ 

山
口
社
会
保
険
事
務
所 

1
０
８
３（
９
２
２
）５
６
６
２ 

町
役
場
町
民
課 

1（
９
８
４
）
８
０
２
２ 

年
金
の
　
　
あ
れ
こ
れ 

お
話 

1300

1350

1400

1450

1500

1550

1600

1650

11

12

13

14

15

（億円） 

平成15年度 平成14年度 平成13年度 平成12年度 平成11年度 

（人） 

1,507人 

1,556人 

1,599人 

1,654人 

1,614人 

14億 
9810万円 

13億 
6070万円 

14億 
140万円 

14億 
4441万円 

13億 
1458万円 老

人
医
療
費 

受
給
者
数 

国 保 
k o k u h o

k o k u h o

CORNER

CORNER

コ ー 
ナ ー 

◆改正の内容◆ 
１.65歳までの定年の引き上げ、継続雇用制度の
導入などの義務化（平成18年４月１日から施行） 

　定年の定めをしている事業主は、その雇用する高
年齢者の65歳までの安定した雇用を確保するために 
　①定年の引き上げ 
　②継続雇用制度の導入 
　③定年の定めの廃止 
のいずれかの措置を講じなければなりません。 

２.解雇などによる高年齢離職予定者に対する求
職活動支援書の作成･交付の義務化（平成16年
12月1日から施行） 

　事業主都合の解雇などにより離職することになっ
ている高年齢者（45歳以上65歳未満）が希望する
ときは、事業主は求職活動支援書を作成し交付しな
ければなりません。 

３.労働者の募集及び採用の際、年齢制限をする
場合の理由の提示の義務化（平成16年12月1日
から施行） 

　事業主は、労働者の募集及び採用をする場合に、
やむを得ない理由により上限年齢（65歳未満に限る）
を定める場合は、求職者に対してその理由を提示し
なければなりません。 
 
　高齢者であることを理由に働く機会が制限さ
れるのでなく、意欲と能力があるかぎり働き続
けることのできる社会を実現していくため、皆
様のご理解とご協力をお願いします。 

お問い合わせ　ハローワーク山口1083（922）043

高齢者雇用安定法が 
改正されました 

秋穂町の老人医療費 
と受給者数の推移 
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▲しめ飾りを作るのはちょっ
と難しいけど、頑張ってま
す。こうして日本の伝統が
受け継がれていきます 

▲部屋の中を暗くして、キャンドルに火をともします 

　12月４日（土）、公民館で子ど
も会の合同クリスマス会を行い
ました。 
　ジュニアリーダーズクラブ10
人を含めた56人が、食生活改善
推進員の指導で料理を作ったり、
信田先生の指導によるレクリエ
ーションでゲームをしたりして
楽しみました。 
　会場は、子どもたちのにぎや
かな声があふれていました。 

　12月27日（月）、秋穂中学校体育館で恒例
の｢伝承しめ飾り教室｣を開催しました。 
　今年は親子合わせて50人の参加があり、
伝承ボランティアの皆さんの指導のもと、
しめ飾り作りに挑戦しました。 
　初めて参加した子どもは最初は戸惑って
いましたが、見る見るうちに上達して立派
なしめ飾りが完成しました。 
　作った後は、おいしいぜんざいを食べて、
体が温まりました。 

　ぜんざいおいしいね ▲
 

ふれあい　学びあい　いきいき輝く　町づくり 

　
門
松
も
作
り
ま
し
た 

▲
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民俗資料館図書室と大海分館に新しい本が入りました 

民俗資料館　図書室 
（このほかにもたくさんの新収本があります。ご利用ください） 

大海分館 

●お問い合わせ　中央公民館（1・FAX（９８４）２１３２　有線４９８１） 

〈図書室からのお知らせ〉 

（民俗資料館図書室） 

　そろそろ、おひなさ
まが登場するころ！ひ
なまつりを楽しみに待
っているのはだれかな？ 
　今月は、いろいろな
ひなまつりのお話を集
めてみました。 

人
権
教
育
研
修
会 

「
朝
顔
に
つ
る
べ
と
ら
れ
て
も
ら
い
水
」   

　
12
月
８
日（
水
）、
平
成
16
年
度
秋
穂
町
人

権
教
育
研
修
会
を
、
大
海
総
合
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
、
１
７
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
今
年
度
は
、
萩
市
金
谷
天
満
宮
宮
司
の
陽

信
孝（
み
な
み
の
ぶ
た
か
）先
生
の
講
演
を
行

い
ま
し
た
。 

　
陽
先
生
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
奥
様
を

10
年
以
上
介
護
さ
れ
、
そ
の
体
験
を
も
と
に

高
齢
者
の
人
権
問
題
を
分
か
り
や
す
く
お
話

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
夫
婦
を
紹
介

し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
番
組
が
上
映
さ
れ
、
参

加
者
た
ち
は
陽
さ
ん
の
言
葉
を
考
え
な
が
ら

画
面
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。 

　
研
修
会
の
主
催
団
体
の
ひ
と
つ
で
あ
る
秋

穂
町
人
権
教
育
推
進
委
員
会
で
は
、
様
々
な

人
権
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
研
修
会
を
今
後

も
企
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

家
庭
教
育
学
級
を
開
催 

　
子
ど
も
の
発
達
段
階
を
考
慮
し
て
、
乳

幼
児
を
も
つ
保
護
者
、
小
学
校
入
学
児
童

を
も
つ
保
護
者
、
思
春
期
の
子
を
も
つ
保

護
者
を
対
象
に
、
平
成
１６
年
５
月
か
ら
１２

月
に
か
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
あ
わ
せ

た
３
種
類
の
家
庭
教
育
学
級
を
実
施
し
ま

し
た
。 

　
家
庭
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
参
加

し
た
保
護
者
は
熱
心
に
講
師
の
先
生
の
お

話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。 

　
家
庭
教
育
の
充
実
の
た
め
に
重
要
な
こ

と
は
、
社
会
全
体
が｢

人
づ
く
り｣｢

子
育
て｣

な
ど
に
つ
い
て
共
に
考
え
、
行
動
し
て
い

く
こ
と
で
す
。
町
教
育
委
員
会
で
は
、
今

後
も
家
庭
教
育
学
級
を
企
画
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

お問い合わせ先　秋穂町人権教育推進委員会事務局 
1（984）2132（秋穂町教育委員会社会教育課内） ▲大切なことを学ぶことができました 

　
と
き
に
は
笑
い
も
交
え
て
わ
か
り
や
す
い

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た 

▲
 

　公民館で楽しく学んでいる皆さんの成果を発表し
ます。踊りあり、歌あり、手作りの作品ありの１日
です。皆さんのご来場をお待ちしております。 
　日　時　３月６日（日）午前９時～午後３時 
　会　場　大海総合センター  

《一般書》 
なんくるない 
知りたがりやの猫 
東京坊ちゃん 
長恨歌　不夜城完結編 
昭和人情馬鹿物語　曠吉の恋 
《幼児・児童・生徒向け》 
かかしごん 
こねこのチョコレート 
悲しい本 
おひさまホテル 
コロッケ探偵団８　怪しい炎のクリスマス 

《一般書》 
あたりまえだけど、とても大切なこと～子どものためのルールブック　 
春、バーニーズで 
藤壺 
聖者の行進　伊集院大介のクリスマス 
日光例幣使道の殺人　はやぶさ新八ご用旅 
《幼児・児童・生徒向け》 
いたずらこねこ 
ホウキさんとメガネさん 
たすけて！クマとうさん 
ふしぎの国のレイチェル 
秘密の道をぬけて 

 
（ロン・クラーク） 
（吉田　修一） 
（瀬戸内　寂聴） 
（栗本　薫） 
（平岩　弓枝） 
 
（ポール・ガルドン） 
（ハンスペーター・シュミット） 
（デビ・グリオリ） 
（エミリー・ロッダ） 
（ロニー・ショッター） 

 
（よしもと　ばなな） 
（林　真理子） 
（林　　望） 
（馳　星周） 
（久世　光彦） 
 
（なりた　さとこ） 
（B・K・ウィルソン） 
（マイケル・ローゼン） 
（エーリッヒ・ハイネマン） 
（那須　正幹） 
 

 

はやし　　　ま　り　こ 

はやし　　　　のぞむ 

はせ　　せいしゅう 

　く　ぜ　　　てるひこ 

 

 

 

 

 

　な　す　　　まさもと 

　　　　　　　　　　たいせつ　　　こ 

はる　 

ふじつぼ 

せいじゃ　　こうしん　　いじゅういんだいすけ 

にっこうれいへい　し　どう　さつじん　　　　　　　　　　　しんぱち　　ようたび 

 

 

 

 

　　　　　　　　くに 

　ひ　みつ　　みち 

 

よし　だ　　　しゅういち 

　せ　と　うち　　じゃくちょう　 

くりもと　　　かおる 

ひらいわ　　　ゆみ　え 

 

　し　　　　　　　　　　　　　ねこ 

とうきょうぼっ 

ちょうごん　か　　　ふ　や　じょうかんけつへん 

しょう　わ　にんじょう　ば　か　ものがたり　　こうきち　　こい 

 

 

 

かな　　　　ほん 

 

　　　　　　たんていだん　　　　あや　　　ほのお 

歴史街道ウォーキングを３月20日（日）に開催します。 
詳細は、広報あいお３月号でお知らせします。 
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
児
童
募
集 

　
児
童
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、
保
護
者
が
共
働

き
な
ど
の
た
め
に
、
下
校
時
に
家
庭
で
の
保
育
が

で
き
な
い
小
学
１
〜
３
年
生
を
お
預
か
り
し
ま
す
。 

①
児
童
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ 

場
所 

　
秋
穂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

募
集
人
員 

　
40
人（
希
望
多
数
の
場
合
は
、
低
学
年
を
優
先
） 

活
動
内
容 

　
遊
び
を
通
し
て
、
児
童
の
自
主
性
と
協
調
性
を

養
う 

活
動
時
間 

　
毎
週
火
〜
金
曜
日
ま
で
の
下
校
時
か
ら
午
後
５

時
30
分
ま
で 

　
毎
週
土
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で 

②
な
か
よ
し
学
級 

場
所 

　
秋
穂
町
立
大
海
小
学
校 

募
集
人
員 

　
30
人（
希
望
多
数
の
場
合
は
、
低
学
年
を
優
先
） 

活
動
内
容 

　
遊
び
を
通
し
て
、
児
童
の
自
主
性
と
協
調
性
を

養
う 

活
動
時
間 

　
毎
週
月
〜
金
曜
日
ま
で
の
下
校
時
か
ら
午
後
５

時
30
分
ま
で 

■
①
・
②
の
申
込
方
法
・
期
間 

希
望
者
は
、
町
役
場
健
康
福
祉
課
ま
た
は
大
海

支
所
に
、
２
月
１
日（
火
）〜
２
月
28
日（
月
）の

間
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
そ
の
他 

・
申
請
書（
①
②
共
通
）は
、
町
役
場
健
康
福
祉
課
、

大
海
支
所
、
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
備
え
て
あ
り
ま

す
。 

・
保
険
料
な
ど
の
実
費
徴
収
が
あ
り
ま
す
。 

■
お
問
い
合
わ
せ 

　
町
役
場
健
康
福
祉
課 

　
1（
９
８
４
）８
０
２
３
　
有
線
５
０
０
１ 

 
▲材料の木の実が
たくさんあって
目移りしちゃう 完

成
！ 

 
　
12
月
５
日
ク
リ
ス
マ
ス
に
先
が

け
て
、
木
の
実
を
使
っ
て
お
し
ゃ

れ
な
モ
ビ
ー
ル
を
作
り
ま
し
た
。 

　12月26日（日）、恒例のミニ門
松作りをしました。伝承グルー
プのみなさんの指導のもと、小
さいながらも立派な門松が出来
上がりました。 

▲みんな上手にできました 

　12月23日（木）、クリスマス会が行われました。
今回は、子ども会の小学生リーダーが運営をお手
伝い。また、人形劇団「夢ひこうき」の新作公演
もあり、とても楽しいクリスマス会になりました。 

思わず舞台にくぎづけ 
の人形劇でした 

　
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
役
だ
っ
て
こ
な

し
ち
ゃ
う
ぞ 

■秋穂コミュニティセンター 

■お問い合わせ　秋穂コミュ二ティセンター 
（1（984）2130・有線2414） 

２月のにこにこ行事 
13日（日） 
 
19日（土） 
　 
20日（日） 
 
27日（日） 

工作教室（木製花台・状差し）
　午後１時30分～　 
野鳥観察会 
　午前９時～ 
第28回将棋大会 
　午前９時30分～ 
オリジナルコサージュ作り 
　午後１時～ 

▲
 

▲
 

▲
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事業所で加入しませんか 

中小企業勤労者共済制度 
（ハートピア共済） 

 
　中小企業で働いている従業員のための制度です。 
　月々わずかな掛金で、死亡･障害･入院･住宅災
害などに対してセットで保障し、さらに結婚･出産･
銀婚･小中高校入学祝金も給付します。 
 
１カ月の掛金(１人分)…１型450円／２型900円／３
型1,500円／４型2,000円／高齢者型450円／ファミ
リー型500円 

　従業員の福利厚生面をより充実させるためにお
勧めします。事業所が従業員のために共済掛金を
負担した場合は、損金または必要経費として算入
できます。 

申し込み・お問い合わせ 
秋穂町勤労福祉共済会（町役場企画課）1（984）8026 
（社）山口県勤労福祉共済会（山口県庁労政課内）　 

　　　　　　　　　1083（933）3223

ご存じですか？検察審査会 
 
　検察審査会は、不起訴処分に納得できない
かたのための制度です。 
　交通事故・詐欺・傷害事件など犯罪の被害
にあった人や犯罪を告訴・告発した人から検
察官の不起訴処分を不服として、検察審査会
に申立てがあったときに審査を始めます。 
　お問い合わせや審査の申し立てについて、
秘密は堅く守られ、費用は一切無料です。 
　詳しくは、山口検察審査会事務局にお問い
合わせください。 

お問い合わせ 
　山口市駅通り1-6-１山口地方裁判所内 
　山口検察審査会事務局　1083（922）1330 
 

　毎月第１日曜日に普通救命講習を開催しています。 
次回は２月６日です。 
講習時間　午後１時30分～４時30分 
ところ　　防府市消防本部庁舎・講堂　 
内　容　　心肺蘇生法・止血法 
受講料　　無料（Ｑマスク、修了証 
　　　　　をお渡しします） 
 
申し込み・問い合わせ 
　　　　　防府市消防本部　警防課10835（23）9918

救命はあなたの愛と勇気です 

おすすめの味 
食
生
活改
善推進協議会

の

おすすめの味 
活 習 慣 病 予 防 生 
た め の 献 立 の 68

カニちらし寿司 カニちらし寿司 

作り方 
①米は炊く時間位前に洗ってざるにうちあげておき、合わせ酢を
つくる。 

②炊飯器に、洗っておいた米を入れ分量の水を加える。 
③汚れをふき取った昆布と酒を入れ、炊く。 
④カニの足は、身が取り出しやすいように殻にはさみを入れ、き
れいに取り出して軟骨を取り除く。Aの調味料を混ぜ合わせた
甘酢につける。 

⑤人参は２cm長さのせん切り。ごぼうはささがきにし水につけ
てあくをとる。 
⑥れんこんは皮をむき、薄切りにし酢水につけて後、水けをきる。 
⑦干ししいたけは、水につけてもどしせん切りにする。 
⑧油揚げは、油抜きして２cm長さのせん切りにする。 
⑨鍋に具を入れ、Bを加えて柔らかく煮る。 
⑩すし飯に具を加えてさっくり混ぜる。 
⑪器にすし飯を盛り、④のカニをのせる。 

材料４人分 

すし飯 
　米・・・・・・・・・・・・・・・・カップ３ 
　酒・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ３ 
　昆布・・・・・・・・・・・・・・・１０cm 
　水・・・・・・・・・・・・・・・・カップ３ 
　米酢 ・・・・・・・・・カップ１/３強 
　砂糖 ・・大さじ２と１/２～３と１/２ 
　塩・・・・・・・・小さじ２/３～３/４ 
　　米酢 ・・・・・・・・・・・大さじ３ 
Ａ　砂糖 ・・・・・・大さじ１と１/２ 
　　塩 ・・・・・・・・・・・小さじ１/３ 

　人参・・・・・・・・・・・・・・・・・６０g 
　ごぼう・・・・・・・・・・・・・・・３０g 
　干ししいたけ・・・・・・・中２枚 
　油揚げ ・・・・・・・・・・・・・・・１枚 
　　砂糖 ・・・・・・・・・・・小さじ２ 

Ｂ
　薄口醤油 ・・・・・・・大さじ１ 
　　みりん・・・・・・・・・・大さじ１ 
　　だし汁・・・・・・・・・・カップ１ 

はなっこりーのピーナッツあえ はなっこりーのピーナッツあえ 

作り方 
①はなっこりーは、たっぷりの熱湯に塩を加え茹でて、3cmの長
さに切る。 

②Aを合わせて混ぜる。 
③ゆずの皮は、せん切りにする。 
④ボールに①を入れ、②を加えザックリと混ぜ器に盛り、ゆずの
皮を天盛りにする。 

材料４人分 

はなっこりー・・・・・・・・・・・・１把 
塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々 
　　ピーナッツペースト・・・大さじ３ 
　　砂糖 ・・・・・・大さじ１と１/２ 
Ａ　薄口しょうゆ ・・・・小さじ２ 
　　塩・・・・・・・・・・・・・・・・・少々 
　　だし汁・・・・・・・・・大さじ2 
ゆずの皮・・・・・・・・・・・・・・少々 

～旬の味を満喫～ 

～新鮮な秋穂産の野菜でもう一品～ 
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まちのできごとを 

写真で紹介します 

Ａ Ｆ 

　
12
月
11
日
（
土
）、
大
海
総
合
セ
ン
タ
ー

ら
ん
ら
ん
ド
ー
ム
で
、「
三
味
線
真
剣
勝
負

パ
ー
ト
２
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
出
演
者
は
、
国
内
外
で
精
力
的
な
演
奏
活

動
を
続
け
て
い
る
『
伝
の
会
（
杵
屋
邦
寿
さ

ん
・
松
永
鉄
九
郎
さ
ん
）』
と
『
あ
ん
み
通
（
安

仲
由
佳
さ
ん
・
金
田
一
公
美
さ
ん
）』
の
２

組
で
、
古
典
曲
・
民
謡
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
楽

曲
ま
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
と
ん
だ
演
奏
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
演
奏
の
合

間
に
は
楽
し
い
ト
ー
ク
も
お
り
込
ま
れ
、
ユ

ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ
た
ラ
イ
ブ
に
な
り
ま
し
た
。 

　
お
客
さ
ん
か
ら
の
ア
ン
コ
ー
ル
に
応
え
、

ラ
イ
ブ
は
30
分
延
長
さ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

伝
統
楽
器
の
新
鮮
な
感
動 

三
味
線
真
剣
勝
負
パ
ー
ト
２ 

伝
の
会
（
長
唄
三
味
線
）VS  

あ
ん
み
通
（
津
軽
三
味
線
） ▲伝の会の演奏 

　
式
典
で
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
か
た
は
、

次
の
皆
さ
ん
で
す
。
（
敬
称
略
） 

山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰 

功
績
章 

　
田
中
茂
穂 

勤
続
章 

３５
年
勤
続 

　
上
田
治
男 

２５
年
勤
続 

　
西
山
博
己
　
吉
岡
秀
夫 

２０
年
勤
続 

　
尾
中
　
徹 

１５
年
勤
続 

中
村
信
義
　
北
野
利
克
　
上
村
浩
司 

冨
永
正
己
　
上
田
和
治 

秋
穂
町
長
表
彰 

功
労
章 

西
村
茂
男
　
佐
野
光
和
　
山
本
治
雄 

勤
続
章 

１０
年
勤
続 

爲
末
久
雄
　
山
本
恵
市
　
佐
野
光
和 

消
防
団
長
表
彰 

精
勤
章 

増
元
浩
水
　
清
水
英
文
　
清
水
　
潔 

勤
続
章 

５
年
勤
続 

西
野
真
一
郎 

自
衛
消
防
団
表
彰
勤
続
章 

２５
年
勤
続 

原
田
　
博
　
宮
本
利
文
　
河
村
剛
俊 

平
田
一
夫
　
久
保
�
治
　
大
中
壽
祐 

竹
繁
三
佐
夫
　
繁
田
惠
功
　
藤
村
廣

文
　
�
永
芳
夫
　
福
江
正
志 

２０
年
勤
続 

品
川
三
郎
　
田
中
菊
次
　
�
野
光
明 

道
中
康
生
　
道
中
正
彦
　
松
本
岩
男 

１５
年
勤
続 

小
林
　
昇
　
義
居
　
守
　
平
田
清
孝 

田
中
雅
美
　
原
田
育
宜 

 

消
防
・
防
災
対
策
の
強
化
を
誓
っ
て 

秋
穂
町
消
防
出
初
式

　
１
月
９
日（
日
）、
大
海
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
１７
年
秋

穂
町
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
出
初
式
は
、
今
年
１
年
の
無
火
災
と
消
防
組
織
の
更
な
る

充
実
を
誓
う
た
め
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
町
消
防
団

員
、
自
衛
消
防
団
員
総
勢
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
式
は
、
消
防
車
両
、
消
防
団
員
に
よ
る
き
び
き
び
と
勇
ま

し
い
観
閲
行
進
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
ら
ん
ら
ん
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
町
長
、

消
防
団
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
消
防
活
動
で
功
績
を
挙
げ

た
か
た
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

▲消防団員による力強い行進 



1313

広報 2005．２．１

Ａ Ａ Ｆ Ｆ Ａ Ｆ 

  平成16年11月16日（火）、山口県庁で「平成16年
度山口県農林業関係表彰・認定式」が行われました。
表彰式では、地域農林業の振興に顕著な功績を上
げた団体（８団体）やモデル的な農林業経営を実践
している個人（10人）がそれぞれ表彰されました。 
　このなかで、秋穂町柑橘観光部門推進協議会（山
本篤彦会長）が、高齢化するみかん農家に対応する
ため、観光みかん園としての産地転換を促進し、み
かんの品質向上や収量安定を図るために新技術の
導入を進めるとともに、消費者への顔の見える安全・
安心の農業を展開し、秋穂観光みかん園の定着と
みかん産地の維持･拡大を図っていることが評価さ
れ、「山口県農山村振興賞」を受賞しました。 
　また、認定式では、金巨淳さん（金山領）が「山
口県青年農業士」として認定され、山口県知事から
認定書が交付されました。 

秋
穂
町
柑
橘
観
光
部
門
推
進
協

議
会
が
山
口
県
農
業
振
興
賞
を

受
賞 

金
巨
淳
さ
ん
（
金
山
領
）
が
山
口

県
青
年
農
業
士
に
認
定 

▲賞状を手にする山本会長 

　
12
月
28
日
（
火
）、
中
条
の
道
の
駅
あ
い
お

で
、「
あ
い
お
道
の
駅
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
毎
年
大
盛
況
の
「
あ
い
お
道
の
駅
ま
つ
り
」。

今
回
は
平
日
の
開
催
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
寒

い
な
か
、
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
が
午
前
９

時
の
ス
タ
ー
ト
前
か
ら
会
場
入
り
口
で
並
ん

で
待
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
、
お
餅
や
し
め
飾
り
、
生
花
、

新
鮮
な
魚
介
類
や
野
菜
が
所
狭
し
と
並
べ
ら

れ
、
市
価
よ
り
も
安
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
ゆ
き
、
午
前
中
に
ほ
と

ん
ど
の
商
品
が
売
切
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

　
恒
例
と
な
っ
た
無
料
の
ぜ
ん
ざ
い
も
大
好

評
で
、
用
意
さ
れ
た
約
３
０
０
食
は
１
時
間

ほ
ど
で
な
く
な
り
ま
し
た
。 

寒
い
な
が
ら
も
大
盛
況 

あ
い
お
道
の
駅
ま
つ
り 

▲つきたてのお餅を目当てに行列が絶えませんでした 

▲売り手と買い手とのやり取りも楽しみのひとつです 

▲認定書の交付を受ける金巨さん 
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募
集
 

皆さんからの作品
や情報などをお待
ちしています。 

　このコーナーでは、皆さん
の書いた随筆・詩・イラスト・
短歌や、皆さんの撮った写真、
地域の情報や愉快な仲間たち
の情報を募集しています。 
　また、「わが家のプリンス・
プリンセス」の写真も募集し
ています。 
　奮ってご応募ください。 

お問い合わせ 
町役場企画課 
1（984）8026・有線5031

夏美 
なつ み 

ちゃん 
（10カ月） 

浜内・小林さんちの 
プリンセス　 

Message
メッセージ 

　笑顔のかわいいなっちゃんは、
家族の人気者です。 
　笑顔で大きくなってね。 
おじいちゃん・おばあちゃんより 

大海保育園のみんな 　
１
月
11
日（
火
）、
鏡
開
き
を
し
ま
し
た
。
手
作
り
の
白
玉
団
子
も
加
え
て

お
い
し
い
ぜ
ん
ざ
い
を
食
べ
ま
し
た
。 

①白玉粉をこねて団子を作ります ②できた団子をゆでます 

③ぜんざいに入れて「いただきま～す」 

小林和作先生頌徳会 小中学生絵画展 
 期間　２月３日（木）～27日（日） 
あいお祭りで開催した小中学生絵画展の作品を展示します。 
皆様のご来場をお待ちしています。 

◆小林和作先生頌徳会では会員を募集しています◆ 
　小林和作先生頌徳会は、秋穂町名誉町民である小林和作先生の遺徳をしのび、偉大な
業績を後世へ伝えることを目的に設立された団体です。昭和61年の発足以来、毎年あい
お祭りで小中学生絵画展を開催しています。 
　現在、こうした活動を支えていくための会員を募集しています。詳しくは、教育委員
会社会教育課（1（984）2132）までお問い合わせください。 

頌 

徳 

会 

絵 画 展 
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お問い合わせ　町役場町民課　環境衛生係　1（984）8022有線2321

◆日　時　３月13日（日）午後１時30分～４時 
◆場　所　山口市役所（第10・11会議室） 
◆対　象　秋穂町、山口市、小郡町、阿知須町、

徳地町の住宅改修事業者（住宅改修
に携わる福祉用具指定事業所も含む） 

◆内　容　介護保険制度における住宅改修について 
※今回の研修の応用編として、来年度２回の
研修会を開催予定です。３回すべての研修
会に参加された事業者は「福祉用具・住宅
改修１市４町合同研修会終了者名簿」に掲
載し、市町民に公開します。 

◆申し込み・お問い合わせ 
３月２日（水）までに山口市役所高齢障害課 
1083（934）2758・FAX083（934）2647
まで申し込んでください。 
※研修要領・申し込み用紙は 
町役場健康福祉課（1（984）8023）または 
山口県住宅建設協会（1083（925）2277） 
に用意してあります。 

　現在、小型焼却炉などでごみを焼却するこ
とは法律で禁じられています。焼却炉を廃棄
処分しようとするかたは、青江処分場へ持ち
込んでください。無料で引き取ります。 
　平成14年12月以降、ダイオキシンの発生
を抑制するため、800度以下でごみを焼却す
ることが原則として禁じられました。しかし、
｢焼却の際に出る煙により迷惑を受けている｣
といった声がまだまだあります。火災の原因
にもなりますので、燃やせるごみは指定袋に
入れてごみステーションに出してください。 

　秋穂町では、４月から公共下水道処理施設の
供用開始を予定していますが、宅内の排水設備
などの改造や、町が設置した公共ますへの接続
工事を行うための、指定工事店の受け付けを行
います。 
　指定工事店の登録をするには、申請書と併せ
て営業所の平面図、排水設備工事責任技術者の
登録の証明書類などが必要になります。詳しく
は町役場建設課へお問い合わせください。 

◆受　付　開　始　日　２月14日（月）から 
◆指定有効期限　指定を受けた日から５年間 

お問い合わせ 
　町役場建設課　1（984）8028有線2351

Ｑ.ガレキやブロックを青江処分場に捨てるに
は何か手続きがいるの？ 

Ａ.ガレキなどの家屋廃材を青江処分場に捨て
たい場合は、あらかじめ町役場町民課か大海
支所で廃棄物投棄許可証を受けとってください。
その際、認め印が必要となります。 

※なお、資源ごみ（リサイ
クルごみ）については無
料で、許可証なしで処分
場に搬入できます。 
 
 
 
Ｑ.乾電池はどうすればいいの？ 
Ａ.乾電池（マンガン･アルカリ乾電池）は、決
められた回収場所の回収容器に入れてください。
なお、ニッカド･ボタン
電池･充電池は回収でき
ません。購入した電気
店などに持ち込んでく
ださい。 
 

公共下水道事業の排水設備工
事店の指定受付を開始します 

介護保険の福祉用具･住宅改修 
１市４町合同研修会の開催 
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２月のし尿収集予定 
山口公衆衛生協会（1083（922）1746） 

予定日（日） 
4・7 
8 
8 
10 

10・14 
14 
14 
14 
14 

15・16 
16 
15 
15 
16

※小郡衛生秋穂社（1（９８４）４１５９）吉南 
　衛生社（1（９７３）１２５０）については、 
　直接、確認ください 

地区名 
大河内北・南 
天　　神　　町 
浜　　　　中 
北　　　　条 
中　　　　条 
井　　　　南 
浜　　　　内 
小 浜  
赤　　　　崎 
日　　　　地 
金 山 領  
中 道  
先 青 江  
西 青 江  

予定日（日） 

子犬・子ねこの譲渡会 
日時●２月２７日（日）午前９時３０分～ 
場所●山口県動物愛護センター 
　　　山口市陶1（９７３）８３１５ 

●午前９時から午後５時まで施設の 
開放や飼育相談も開催します。●都 
合により中止の場合もありますので、 
開催日の１週間前にご確認ください。 

………………………………………… 

飼えなくなった犬・ 
ねこの引き取り 
日時●２月２３日（水） 
　　　午前８時３０分～８時４５分 
場所●町役場・町役場大海支所 

●引き取りを希望されるかたは、引 
取日の前日までに電話で予約してく 
ださい。●当日は、印かん（犬の場 
合は鑑札も）を持参してください。 

………………………………………… 

お問い合わせ　町民課1（９８４）８０２２有線２３２１ 

とし、県下各司法書士事務所で、
相続登記に関する相談を無料で実
施します。詳しくは下記へお問い
合わせください。
　また、これとは別に司法書士無
料法律相談も行っていますので、
お気軽にご利用ください。
司法書士無料法律相談
■日時　毎月第２・３・４土曜日
の午後１時～５時
※事前予約が必要です。
■相談予約電話　毎週月～金の午
前10時～正午、午後１～４時まで
　�083（924）5220
■お問い合わせ　山口県司法書士
会事務局　�083（924）5220

 

　平成17年４月１日から育児・介
護休業法が改正され、パートタイ
ム労働者などに多い「期間雇用者」
であっても、一定の条件を満たし
ていれば育児・介護休業が取れる
ようになります。
　また、幼児の急な病気やけがの
際に利用できる「子の看護休暇」
が年間５日を限度にもらえるよう
になります。
■お問い合わせ　山口労働局雇用
均等室　�083（995）0390（祝・祭
日を除く月～金午前８時～午後５時）

 

　潤いのある外部空間を演出し住

山口労働局雇用均等室からのお知らせ
育児・介護休業法が改正されます

住まいアップセミナー「ガーデ
ニング講座」のお知らせ

まいを楽しくする方法を学びます。
■日時　３月５日（土）午前10時
～正午
■場所　きらめき住まいづくりセ
ンター（山口市神田町3－15　
　�083（932）6800）
■定員　30人程度（先着順）
■申し込み・お問い合わせ　山口
県土木建築部住宅課民間住宅班　
　�083（933）3883

突発事項のため当番医を変更
することがあります。

外 科内 科 Ⅱ内 科 Ⅰ月／日

 秋穂クリニック 1 （984）8333

阿知須同仁病院  1 0836（65）5555

 田 村 内 科 1 （989）4749

 よしまつ医院 1 （987）1777

 阿知須共立病院 1 0836（65）2200

 小川整形外科 1 （972）2887

 阿知須共立病院 1 0836（65）2200

 三隅外科・胃腸科 1 （972）1003

阿知須同仁病院  1 0836（65）5555

 相 川 医 院 1 （986）2177

   1 （973）0616

 よしかね循環器内科 1 （973）8181

 河端内科医院 1 （972）3820

 おかむら医院 1 （973）2053

 池 田 医 院 1 （972）1002

はまもと小児クリニック ２／６

11

13

20

27

外 科 系内 科 系月／日

２／５

12

19

26

 田中内科医院 1 （972）2325

 小児科柳澤医院 1 （973）3121

 阿知須共立病院 1 0836（65）2200

 小橋クリニック 1 （973）5000

 阿知須共立病院 1 0836（65）2200

阿知須同仁病院  1 0836（65）5555

 村田外科胃腸科 1 （972）7100

 吉 武 医 院 1 （984）2330

土曜当番医表　（午後７時～10時）

休日当番医表　（午前９時～午後６時）

当番医に電話されて変更になっていたら町役場（1（984）2121）にお問い合わせください

月の
当番医2

｢やまぐち森林づくり県民税｣
の導入に向けて 

　山口県では、荒廃が深刻化して
いる森林を適正に維持･管理し、県
民共有の財産として次世代に引き
継いでいくため、森林の整備を目
的とした独自の政策税制である｢や
まぐち森林づくり県民税｣の導入を
検討しています。パブリック･コメ
ントなどを通じ、県民の皆様から
頂いたご意見を踏まえ、よりよい
税制案を作り上げたいと考えてい
ます。 

■ご意見・お問い合わせ 
　税の使途について 
　山口県農林部林政課 
　1     083（933）3464 
　FAX 083（933）3479 

　税の仕組について 
　山口県総務部税務課 
　1     083（933）2275 
　FAX 083（933）2299
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（敬称略） 

地　　区 氏　　　名 逝去の日 年齢 

お知らせ INFOMATION
人口 
8016人 

男 3811人 

女 4205人 

人の動き （１月１日） 

内訳 

世帯数 

増加分　出生　８人　転入　１３人　　計　２１人 
減少分　死亡　１１人　転出　２２人　　計　３３人 

２８９７世帯 

トピックス 

くしやま学級新年会 
　１月12日（水）、秋穂コミュニティセン
ター講堂で、くしやま学級の新年会が開
かれました。新年会では教育長のユーモ
アたっぷりの講話に続き、教室生徒の歌
や踊り・三味線などが披露され、楽しい
ひとときを過ごしました。 
　くしやま学級は、健康づくりなど、高
齢者に役立つ情報を楽しく学ぼうと開設
さた公民館高齢者学級です。これからも
みなさんの参加をお待ちしています。 
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（１２月３１日までの届出分） 

秋穂町の交通事故 
発生状況 

12月31日現在 

人身事故発生件数… 

物損事故発生件数… 

※年の累計（　）内対前年比 

36件 

107件 

（＋6） 

（＋6） 

国保税………９期分 
固定資産税………４期分 
納付期限……２月２８日（月） 
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秋穂町在宅介護支援センター　は高齢者の総合相談窓口です。お気軽にご相談ください。1(９８４)５７７３

 

　お子さんのからだのこと、心の
こと、何でもご相談ください。今
月は助産師による母乳相談（要予
約）があります。
日時 ▼８日（火）午前９時30分～
11時30分
会場 ▼大海総合センター健康相談室
対象 ▼乳幼児とその育児者

 

　寒いけど、心もからだもポッカ
ポカ。今回は、おもしろカートに
挑戦です。
日時 ▼15日（火）午前10時～11時30分
会場 ▼コミュニティセンター
対象 ▼未就園児とその育児者

 

　血圧測定・体脂肪測定・尿検査・
栄養相談など、検診後の生活のア
ドバイスをします。
日時 ▼24日（木）午前９時30分～
11時
会場 ▼小浜公民館　
保健行事に関するお問い合わせは
健康福祉課　�（984）8023有線5001

育児相談

すくすく秋穂っ子
『手づくりおもちゃであそぼ②』

巡回健康相談

 

　ＩＴ化社会の進展により、クレ
ジットや身分証明書などのカード
化が浸透し、事業経営の環境が急
変しています。今回はカード社会
に対応できる事業経営のあり方に
ついて講演を行います。
■日時　２月３日（木）午後１時30分
■講師　小袋宏毅さん　㈱やまぎ
んジェーシービー社長（元山口銀
行秋穂支店支店長）
■場所　秋穂町商工会研修室
■内容　カード社会に対応できる
事業経営のあり方について
■参加費　無料
■お問い合わせ　秋穂町商工会　
　�（984）2738

 

■対象者　高校・短大・大学・専
門学校などに入学または在学する
かたの保護者で、世帯の年間収入
が990万円（事業所得者について
は770万円）以下のかた
※本人または他のご親族でも利用
できる場合もあります。詳しく

秋穂町商工会新春講演会
「カード社会の今昔」

国の教育ローン

はお問い合わせください。
■使途　①受験・入学時に必要な
費用、②在学中に必要な費用（融
資の対象は１年間分）
■融資額　学生・生徒ひとりにつ
き200万円
■対象となる学校　高等学校、短
期大学、大学、専修・各種学校な
ど※中学卒以上で終業年限が６カ
月以上の教育施設。留学も対象
■利率　年1．70％（平成16年12月
10日現在）
■返済期間　10年以内（交通遺児・
母子家庭は１年延長可能）
■据置期間　在学期間内（返済期
間に含まれます）
■保証　（財）教育資金融資保証基
金または保証人（１名以上）
■返済方法　毎月元利金等返済、
ボーナス月増額返済
■お問い合わせ　国民生活金融公
庫山口支店　�083（922）3660
〒753－0074山口市中央5－2－47

 

　山口県司法書士会では２月を
「相続登記はおすみですか月間」

相続登記についての無料相談
司法書士無料法律相談
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催し・募集 
お知らせ 



役 公 民 

総 社 

中 秋 大 

コ 消 楽 

編集　秋穂町役場企画課（〒７５４‐１１９２　山口県吉敷郡秋穂町東６５７０番地　　０８３（９８４）８０２６）　印刷　大村印刷 
秋穂町ホームページ http://www.aiocho.jp/　　Eメール：kikaku@aiocho.jp　　ケータイホームページ http://www.aiocho.jp/kti/ 
ケーブルテレビ秋穂町からのお知らせ放映時間　8：10～8：15／12：40～12：45／18：40～18：45／22：25～22：30

　 

……町役場（　（９８４）２１２１）　　　　　……中央公民館（　（９８４）５３２１・（９８４）２１３２）　　……歴史民俗資料館（　（９８４）５００３） 

……大海総合センター（大海支所を含む各施設）（　（９８４）２０５３）　　　　　　　……社会福祉協議会（　（９８４）２５４９） 

……秋穂中（　（９８４）２１１４）　　　　　　　……秋穂小（　（９８４）２２５０）　　　　　　　……大海小（　（９８４）２２５３） 

……コミュニティセンター（　（９８４）２１３０）　　……コミュニティ消防センター　　　……秋楽園（　（９８４）５８００）　 

第28回将棋大会　 ９：30～ 
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野鳥観察会　　9 ：00～ 

絵本の読み聞かせの会（幼児向け）　 10：30～ 総 

絵本の読み聞かせの会（幼児向け）　 10：30～ コ 

すくすく秋穂っ子手作りおもちゃで遊ぼ②　 10：00～11：30コ 

総 補聴器の修理　 8：40～ 9 ：10相愛 

コ 

コ 

役 補聴器の修理　 9：40～10：10相愛 

総 補聴器の修理　 8：40～ 9 ：10県補聴器センター 
役 補聴器の修理　 9：40～10：10県補聴器センター 

総 補聴器の修理　 8：40～ 9 ：10メガネの田中 
役 補聴器の修理　 9：40～10：10メガネの田中 

秋穂町農業委員会総会　 9：00～ 役 

秋穂町スキー教室　大佐スキー場 

建国記念日 

巡回健康相談（小浜公民館）9：30～11：00

育児相談　 9：30～11：30総 飼えなくなった犬・ねこの引き取り　　 8：30～8：45役 総 

心配ごと相談　 10：00～15：00社 

オリジナルコサージュ作り　　13：00～ コ 

工作教室　 13：30～ コ 

心配ごと相談　 10：00～15：00総 

絵本読み聞かせの会(園児・低学年向け)　 15：30～ コ 


